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1.本 誌 は、物性 の研究 を共同 で促 進す るため、研 究者 が その研究 ・意
見 を自由 に発表 し討 論 しあい、 また、研究 に関連 した情 報 を速 や か
に交換 しあ うこ とを目的 として、毎 月1回 編集 ・刊行 され ます。掲
載 内容 は、研究論 文、研究会 ・国際 会議 などの報告、講義 ノー ト、
研究 に関連 した諸 問題 につ いての意見、 プ レプ リン ト案 内、ニ ュー
スな どです。
2.本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いては、原則 と して審査 を行 な いませ
ん。但 し、編 集者 が本誌 に掲載 す ることを著 しく不適 当 と認 めた も
の については、改訂 を求 め、または掲 載 を拒絶 す るこ とがあ ります。
3.本 誌 の掲 載論文 を他 の学術雑誌 に引用す ると きは、著者 の承諾 を
得 た上 でPrivatecommunication扱いに して下 さい。
投 稿規定
1.原 稿 は400字 詰原稿 用紙 を使用 し、雑誌のページ数 を節約 するため
に極 力簡潔 にお書 き下 さい。
2.原 稿 は2部(オ リジナ ル原稿 及び コピー)提 出 して下 さい。
3.数 式 、記号の書 き方 はProgress,Journalの投稿規定 に準 じ、
立体"一"、 イタ リック"―"、 ゴシ ック"_"、 ギ リシャ文字"ギ"、
花文字 、大 文字、小文 字等 を赤 で指 定 して下 さい。又特 に区別 しに
くいoとaと0(ゼ ロ)、uとnとr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ
ル)、uとv、 †(ダ ガー)と 十(プ ラス)、 ψとφとΨとφ等 も赤 で指定 し
て下 さい。
4.数 式 は3行 にわたって大 きく書 いて下 さい。
5.1行 以 内に おさま らない可能性 の ある長 い数式 等は必 ず改行 の際
の切 れ目 を赤で指定 して下 さい。
6.図 はそのま ま印刷 で きるもの(原 則 として トレー スされた もの)
とその コ ピー を本文 と別 に論文末尾 に揃 え、図 を入れ るべ き位置 を
本文の欄外 に赤 で指定 して下 さい。 図の縮 尺、拡 大は致 しません。
図の説 明 を含 め1頁(13×19c㎡)以 内 に入 らない もの、 その まま印
刷 で きない図は原則 として著者 に返 送 し、書 き改 めて いただ きます。
図中の文字 は活字 にいた しませ ん。 図の説明は別紙 に書 き、 原稿 に
添 えて下 さい。
7.投 稿 後 の原稿 の訂正 はで きるだけ避 けるよ うに して下 さい。
8。 別刷 御希望 の方は投稿 の際 に50部 以上10部 単 位 で お申込 み下 さい。
別刷 代 は別刷 代金表(当 会 にご請求下 さい)に 従 い、別刷 を受取 っ
て か ら1ケ 月以内 に納 めて下 さい。(郵 便切 手 によ る受付 はいた し
ません。)
9.原 稿 締切 日は毎月5日 で、原則 と して次 月発 行誌 に掲載 されます。
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基 研 研 究 部 員 会 議 ・運 営 委 員 会 報 告
研究部員会議が1982年7月1,2の2日 間,続 いて運営委員会 が7月3日 に開かれた。以下
はその簡単な報告である。(基 研 ・山田)
1)基 研人事移動
氷上忍氏が4月1日 付で東大教養学部 に転出,同 日,米 沢富美子氏の後任 として山田耕作氏
が静岡大工短大 よ り着任 。
2)国 際交流について
C.diCastro氏(ロ ーマ大)が9月1日 ～10月31日 まで,」.A.Krumhansl氏(コー
ネル大)が10月 に数 目,基 研 に滞在 の予定。なお,新 設 の外国人客員部 門教授人事 に つ い て
は,現 在交渉中だが未決定。
3)KyotoSummerInstituteにっいて
今年度 は原子核 のttMicroscopicTheoriesofNuclearCollectiveMotions"が7月12
日～7月16日 に開催 された。来年度 は統 計力学のc℃haosandStatisticalMechanics"と
決定 してお り,現 在準備 が進行 中で ある。TurbulenceとChaosに関する国際シンポジ ウム
後の1983年9月12H-・r15目 に開催 し,外 国人講 師10名 程度 を招 き,規 模 は80名 程度 にな
る予定 。
4)統 計物理学助教授人事
氷上氏 の後任 として,助 教授 または助手 を公募 していたが,運 営委員会 で選 考の結果,小 貫
明氏(九 大理)を 助教授候補者 として推薦するこ とに決定 した。
5)今 年度後期研究計画
今回,物 性関係 では提案 が1件 のみで,次 の短期研究会 が決定 された。
資 料 研究会提案
集団生物学の理論 的研究
イ)趣 旨
集団遺伝学,個 体群生態学 は,生 物集 団 における遺伝子,ゲ ノムの頻度乃至は個体数等 の時
間的空間的変化 の法則性 を追求す るこ とに よって,生 命現象,就 中生物進化の包括的因果論的
理解に到達 しようとす るものであって,集 団生物学 の2大 分野 をな している。 この分野 は,概
ね具体的な興味の対象 も研究方法 も互 に異な り,ほ ぼ別々の研究者集 団によって研究が進 め ら
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れて きて,こ れまでは比較的交流 が乏 しかった.し か し,い ずれに して も,様 々な状態 にあっ
て自己複製能 をもつ多数 の要素(以 下 これ を レプ リコンと総称す る)の 集合の時間発展 を力学
的 に取扱 お うとす る理論的立場 か らすれば,両 者 には本質的な差異 はな く,共 に粒子系 の統計
物理学 に対するに,レ プ リコン系 の統計物理学 であるとの意識 の下で研究 をすす めることも可
能で,一 つの有効 な方法 と思 われる。 さらに,近 年行動 の遺伝的基礎 の研究 が進 み,生 物 の行
動様式や適応な ど,生 態学における中心的課題 の集団遺伝学的基礎 を追求するこ とが興味 ある
重要 な研究 として浮 び上 って きた。例 えば社会生物学 な どもその一環 として捉 え られる。
このよ うな情況の下で,理 論集団生物学の種 々の領域 でそれぞれ活発 に研究 を進めつつ ある
研究者お よび統計物理学等 関連分野で上記の ような課題 に強い関心 をもっ研究者の参加 を公募
等 によって求 め,具 体的な研究成果の総合的報告 と,そ れ を通 じての討論,意 見交換 な どを行
い,今 後 の研究方 向を見定めたい。
ロ)世 話 人及 び提案説明者(丸 印),連 絡責任者(*印)
寺本 英(京 大 ・理),重 定南奈子(京 大 ・理),石 井一成(九 大 ・理),
松 田搏嗣(九 大 ・理)
ハ)研 究会開催希望時期及 び日数
12月 中旬3日 間
二)参 加者予定数
約20名
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プ レ プ リ ン ト 案 内
〔京 都 大 学基 礎 物 理学 研究 所 〕
8_1RiichiroS卜IIROTA,KazumasaMIYAKE,MasakazuITOandKazuo
YAMADA(DPNU-21―82)
DynamicsofLongitudinalComponentinOrderedSpinSystems
8-2KiyoshiKAWAMURA
ScatteringofaTight-BindingElectronoffanEdgeDislocation
8-3KojiNE凹0丁0,Hiroshi凹ATSUKAWAandHajimeTAKAYAMA
MonteCarloStudyonthe2D±JIsingSpinGlass--Dynamical
BehaviorofIndividualSpinsandSpinClusters-・-
8-4TakeoIZUYAMA
StatisticalMechanicsofBiomembranePhaseTransition.III
--BasicConceptofCellMembranePhaseTransition--
8-5HajimeTAKAYAMAandGenSATO
StatisticalMechanicsofthelDSine-GordonSystem.II
-一丁ransferIntegralAnalysisintheIntermediateTemperature
Region--
8-6KiyomiOKArnO丁OandTadaoSUGIYAMA
CorrelationFunctionsofOne-・DimensionalConductorsand
Transit'ionTemperaturesofQuasi-One-DimensionalConductors
8―7FumioKOIvlORI,Shun-ichiKOBAYASHIandWataruSASAKI
SpinOrbitInteractionandElectronicConductioninTwo_
DimensionalDisorderedMetals
8-8YasushiWADA
DiffusionConstantofaφ拝一Kink:QuantumCorrections
8-9ShigeruSHINOMOTO
Equilibrium丁heoryfortheHardSphereSystem
8-IONorioKAWAKAMIandAyaoOKIJI
GroundStateofAsymmetricAndersonHamiltonian
8-一]1AyaoOKIJIandNorioKAWAKAMI
MagneticPropertiesofAnderson図odelatZeroTemperature
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8_12Y.KURAMOTOandS.KOGA(RIFP-477)
AnomalousPeriod-DoublingBifurcationsLeadingtoChemical
Turbulence
8_13KosakuYAMADAandKeiYOSIDA(RIFP-480)
OrthogonalityCatastropheforaSystemofInteracting
Electrons.III
8―14M.MANNINEN(SIN,PR-82-10)
SystematicsofthePositiveMuonKnightShiftinSimple
Metals
8―15D.J.THOULESS,M.KOHMOTO,M.P.NIGHTINGALEandM.denNIJS
QuantizedHallConductanceinaTwo-DimensionalPeriodic
Potential
8-16A.VERTES,ZS.KAJCSOSandL.MARCZIS(Budapest,KFKI-1982-26)
HighSpin-LowSpinIron(II)SolutionsStudiedbyPositron
'A
nnihilation
8-17M.GABAY,T.GARELandC.DeDOMINICIS(Dph-T/82―30)
SymmetryBreakingalaParisiinthemComponentSKModel
ofaSpinGlass
8-18RobertB.PEARSON(CEN-Saclay)
ThePartitionFunctionoftheIsingModelonthePeriodic
4×4×4Lattice
8-19M.SegredeGIAMBIAGI,M.GIAMBIAGIandA.FREITASCASTRO
(CBPF-NF--02/82)
ExcitedStatesandPairingRelationsinCertainConjugated
Systems
8-20P.CarrilhoSOARESandL.C.GOMES(CBPF-NF-004/82)
Non・-HolonomyandtheDiffusionofParticles
8-21R.FERREIRAandS.G.JACCHIERI(CBPF--NF-046/81)
WhyAre丁hereTwoKindsofChaininTetramericHemoglobins?
8-22B.BASEIAandH.図.NUSSENZVEIG(IFUSP/P-308)
SemiclassicalTheoryofTransmissionLossinaLaser
8―231.KIMEL(IFUSP/P-309)
GaussianSumRulesforOpticalFunctions
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8-241.KlivlEL(IFUSP/P-307)
ANewOpticalRotationDispersionFormula
8-25A.図.FIGUEIREDONETOandL.q.AMARAL(IFUSP/P-314)
ModelofAggregatesofMice肩esinTypeILyotropic"Nematicii
LiquidCrystals
8―26A.NENCIUandG.NENCIU(Dubna,El7-82―207)
OneVariableAnalyticityandPeriodicityoftheQuasi-Bloch
Functions
8-27A.NEUCIUandG.NENCIU(Dubna,E17-・ ・82-208)
DynamicsofBlochElectronsinExternalElectricFields・
TheExistenceofLadderResonances
8"'28V.S.ROGOVandP.D.SHIRKOV(Dubna,P5-82-293)
ThermalConductivityofr401ecularGases(R)
8-29W.MATZandK.FELDMANN(Dubna,P14-82-265)
RecrystallizationStudyofCopPerBarsbyNeutronDiffraction
atPulsedReactor(R)
8―30V.N.BUGROVandS.A.KARAMIAN(Dubna,Pl4-82-325)(R)
R、di、ti。,D、m、g,。fG、PSi,gl,C,y、t、1。ith31Pand40A.1。ns
8-31V.L.AKSENOVandA.Yし1.DIDYK(Dubna,Pl7-82--165)
PhaseTransitionsinStructuralUnstableSolidSolutions(R)
8―32H.KONWENTandN.M.PLAKIDA(Dubna,P17-82-219)
AMicroscopicTheoryofStructuralandMagneticPhaseTran-
・iti・n・1・KM・F3C・y・t・1・F・rm・1・ti…fth・ 図・d・1(R)
8―33H.KONWEN丁andN.M.PLAKIDA(Dubna,P17-82」220)
FreeEnergyandEquationsforOrderParametersina『4icro-
scopicTheoryofStructuralandMagneticPhase丁ransitions
i・KM・F3C・yst・1(R)'
8-34V.K.FEDYANIN(Dubna,P17-82-268)
StaticalandDynamicCharacteristicsofIdealGasofParticle-
LikeExcitationsatLowTemperatures(R)
8-・35B.N。VALUEV(Dubna,Pl7-82・-329)
CalculationoftheSpontaneousMagnetizationoftheTwo―
DimensionalIsingLatticeinYangIsApProach(R)
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8-36A.1.PILYAVSKY(Kiev,ITP-82-37P)
OnInteractionScreeningintheSystemEIectricallyCharged
Particles-Dynamica]Membrane(R)
8-37A.1.PILYAVSKY(Kiev,ITP-82-38P)
DistributionFunctionsoftheSystemChargedParticles-
DynamicslMembrane(R)
8-381.A.VAKARCHUK(Kiev,ITP-82-50P)
TheBose-EinsteinCondensationintheQuantumLiquid
Solution(R)
8-39M。V.VAVRUKHandT.E。KROKHMALSKY(Kiev,ITP―82-58P)(R)
EffectivePotentialofElectron-lonInteractioninMetals
8-40P。1.YUKHNOVSKYandV.B.SOLOVJAN(Kiev,ITP-82-47P)
TheGroundStateofH-IonintheScreenedField(R)
(R):Russian
ニ ュ ー ス
[北 海道 大 学 理 学部]
○談話 会
6月17日"超 低 温 物理 の現 状 と展 望n益 田義 賀 氏(名 大 理)
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掲 示 板
基 礎 物 理 学 研 究 所 研 究 参 加 公 募
下記 の研究会 の開催が認 め られま した。出席 ご希望 の方は,1)関 心 をもつテーマ,2)提
供 したい話題(で きるだけ具体的 に)を 添 えてお申込 くだ さい。なお,目 数,旅 費に制限があ
りますので,講 演 時間,旅 費の配分等につきましては,世 話人 にお任せ くだ さい。
申込締切:1982年10月 末 日
申 込 先:813福 岡市東 区箱崎,九 大 ・理 ・生物,松 田博嗣
記
1.題 目:集 団生物学の理論的研究。
2.日 時:1982年12月16日(木)～18日(土)。
3.場 所:京 大 ・基礎物理学研究所
4.趣 旨:集 団遺伝学,個 体群生態学は,生 物集団 における遺伝子,ゲ ノムの頻度 ない しは個
体数な どの時間的空間的変化 の法則性 を追求す るこ とによって,生 命現象,就 中生物
進化の包括的因果論 的理解 に到達 しようとす るものである。いずれ に して も,様 々な
状態にあって 自己複製能 をもつ多数の要素(以 下 これ をレプ リコンと総称す る)の 集
合の時 間発展 を力学的 に取扱お うとする理論的立場か らすれば,両 者 には本質的な差
違はな く,共 に粒子系 の統計物理学に対す るに,レ プ リコン系の統計物理学 であると
の意識 の下で研究 をすす めるこ とも可能 で,一 つの有効 な方法 と思われ る.こ のよう
な課題 に関心 をもつ研究者の参加 を広 く公募 な どに よって求 め,具 体的な研究成果 の
総合的報告 と,そ れ を通 じての討論,意 見交換 などを行 い,今 後 の研究方向 を見定め
たい。
5.世 話人:寺 本 英(京 大 ・理),重 定南奈子(京 大 ・理),
石井一成(九 大 ・理),松 田 博嗣(九 大 ・理)。
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編集後 記
暑中御見舞 申 し上 げます。
今年の梅雨 は,阪 神 タイガースの久々の快進撃 にお どろいてか,雨 らしい雨 も降 らぬまま,
空梅雨 で終 りそ うです 。大学は夏休みに入 り,町 は祇 園祭 たけなわです。
物性研究,今 月号 は田沼先生 の層間化合物 の講義 ノー トと修士論文(今 年度 第2回 目)を 掲
載決定 しました。今月号は残念 なが ら投稿 論文があ りませんで した。最近,投 稿論文 が少 な く
なってお りますが,原 因 の1つ に雑誌 の発刊の遅れが考 えられ ます。仲々良い方策があ りませ
ん。編集委員一 同,大 変申 しわけなく思 ってお りますが,参 考 までに例年 の発行ペースは以下
のよ うであ ります。現在では,投 稿後3～4ケ,月 に雑誌 に掲載 され出版 されてお りますが(7
月中頃 で4月 号 まで,す でに発刊 されている),少 しずつ良 くな り12月 号 で は2ケ 月遅れ ぐ
らいまで遅れが解消 され ます。 その後1,2,3月 号 が再 び遅れて しまいます。 この辺の事情 は残
念なが ら毎年同 じよ うです。それ でも投稿 とは申 し上 げに くいのですが,よ ろしくお願 い致 し
ます。
(T.M.)
物 性 研 究 第 お 巻 第5号(昭 和57年8月 号)1982年8月20日 発行
発行人 長 岡 洋 介 〒606京 都市左京 区北 白川追分町
京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
印刷所 昭 和 堂 印 刷 所 〒606京 都市百万辺交叉点上ル東側
TEI.(075)721-4541～3
発行所 物 性 研 究 刊行 会 〒606京 都市左京区北 白川追分町
京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
年額13,200円
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会 員規定
個 人会 員
1.会 費:当 会 の会費 は前納制 をとって い ます。 したがって、3月 末 ま
で にな るべ く1年 間分会 費を御 支払 い下 さい。
なお新規入会 お申込 みの場合 は下記の会費以外 に入会金 とし
て、100円 お支払 い下 さい。
1年 間の会 費
1stvolume(4月 号 ～9月 号)3.000円
2ndvolume(10月 号 ～3月 号)3,000円
計6,000円
(1年 分 ま とめてお支払 いが困難 の向 きは1volume分 ず っで も
結構 です)
2.支 払 いの際 の注 意=な るべ く振替 用紙 を御利 用の上御納入下 さい。
(振 替貯金 口座 京都1-53f2)(現 金書留 は御遠 慮下 さい)
な お通信欄 に送金内容 を必ず明記 して下 さい。
雑誌購 読者 以外 の代理人 が購 読料 を送金 され る場 合、 必ず会 員本
人 の名前 を明記 して下 さい。
3.送 本中止の場合:次 のvolumeよ り送本 中止 を希望 され る場 合、
かな らず 「退 会届 」 を送付 して下 さい。
4.会 費の支払遅 滞の場 合:当 会 の原則 としては、正 当な理 由 な く2
Vols.以 上 の会 費 を滞納 された場合 には、 送本 を停 止す ることにな
ってい ます ので御 留意下 さい。
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